
- 1 - 

 令和７年度事業報告書 

 

１ 法人の概要 

(1) 基本情報 

  ア 法人の名称  

学校法人星美学園 

  イ 事務所の住所 

    東京都北区赤羽台４丁目２-１４ 

 (2) 建学の精神 

    学校法人星美学園は、我が国の教育基本法及び学校教育法に従って、扶助者

聖母会の創立者聖ヨハネ・ボスコの教育理念である「予防教育法による全人間

教育」、すなわち、理性・宗教・慈愛に基づき、家族的教育環境の中で、「誠実

な人間、良い社会人を育てる」ことを目的にカトリック・ミッション・スクー

ルとして教育事業に取り組んでいる。 

 (3) 学校法人の沿革 

    1929年12月 イタリアからシスター・レティツィア・ベリアッティ他５名 

の宣教女来日 

    1940年12月 東京三河島「星美学園」創設 

    1947年01月 星美学園小学校設置認可 

    1947年04月 星美学園中学校設置認可 

   1948年03月 星美学園高等学校設置認可 

   1951年03月 学校法人星美学園設立 

   1953年01月 星美学園幼稚園設置認可 

   1954年03月 学校法人星美学園、星美学園第二小学校設置認可 

   1955年03月 星美学園第二小学校校舎落成（西側半分落成） 

   1956年10月 「学校法人目黒星美学園」として寄附行為認可 

   「星美学園第二小学校」を「目黒星美学園小学校」に改称 

   1959年11月 目黒星美学園中学校設置認可 

   1960年01月 星美学園短期大学家政科設置認可 

   1962年09月 目黒星美学園高等学校設置認可 

   1963年04月 短期大学保育科新設 

   1967年04月 短期大学国文科新設 

   1969年05月 短期大学各科の名称を改称（家政学科、幼児教育学科、国文 
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学科） 

   1971年07月 目黒星美学園中学高等学校体育館完成 

   1972年02月 目黒星美学園小学校体育館完成 

   1980年05月 星美学園中学・高校特別教室棟・体育館落成 

   1985年07月 星美学園プール・南グランド竣工 

   1991年05月 目黒星美学園中高講堂落成 

   1993年04月 短期大学家政科を生活文化学科と改称 

   1999年12月 短期大学国文学科・生活文化学科を改組し、人間文化学科と 

する設置認可 

   2000年06月 目黒星美学園小学校新校舎落成  

   2003年04月 短期大学専攻科幼児教育専攻設置 

   2004年05月 短期大学日伊総合研究所設立 

   2005年04月 短期大学幼児教育学科を幼児保育学科に改称 

専攻科を専攻科幼児保育専攻に改称 

   2007年04月 目黒星美学園中高６年一貫教育体制導入 

   2009年04月 短期大学人間文化学科専攻科イタリア語イタリア文化専攻設

置 

   2011年03月 目黒星美学園中高校舎建替工事完成  

   2012年08月 星美学園防災非常用倉庫設置 

   2015年04月 短期大学人間文化学科・専攻科イタリア語イタリア文化専攻

廃止 

   2016年04月 学校法人星美学園と学校法人目黒星美学園合併 

   2018年04月 短期大学男女共学開始 

   2022年04月 星美学園中学校高等学校をサレジアン国際学園中学校高等学

校に校名変更及び男女共学開始 

   2023年04月  目黒星美学園中学高等学校をサレジアン国際学園世田谷中学

高等学校に校名変更及び男女共学開始、目黒星美学園小学校

をサレジアン国際学園目黒星美小学校に校名変更 
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 (4) 設置する学校・学部・学科等 

  ア 星美学園短期大学 幼児保育学科 

             専攻科幼児保育専攻 

  イ サレジアン国際学園高等学校 

  ウ サレジアン国際学園世田谷高等学校 

  エ サレジアン国際学園中学校 

  オ サレジアン国際学園世田谷中学校 

  カ 星美学園小学校 

  キ サレジアン国際学園目黒星美小学校 

  ク 星美学園幼稚園 

 (5) 学校・学部・学科等の学生数の状況（令和７年５月１日現在） 

 

   注：サレジアン国際学園世田谷高等学校は、サレジアン国際学園世田谷中学校の内部進学者のみ。 

 (6) 収容定員充足率（毎年度５月1日現在） 

 

校　種 学部等 入学定員 入学者数 収容定員 在籍者数

幼児保育学科 100 0 200 35

専攻科幼児保育専攻 100 32 100 32

小　計 200 32 300 67

サレジアン国際学園高等学校 全日制　普通科 150 122 450 281

サレジアン国際学園中学校 150 210 450 494

サレジアン国際学園世田谷高等学校 全日制　普通科 90 注　－ 270 173

サレジアン国際学園世田谷中学校 90 175 270 456

星美学園小学校 120 80 720 577

サレジアン国際学園目黒星美小学校 120 101 720 607

星美学園幼稚園 72 39 240 138

学園合計 992 759 3,420 2,793

星美学園短期大学

校　種 令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

星美学園短期大学 22.3 36.0 51.0 60.3 72.0

サレジアン国際学園高等学校 62.4 53.6 26.0 42.9 40.9

サレジアン国際学園中学校 109.8 92.7 72.7 44.0 30.2

サレジアン国際学園世田谷高等学校 64.1 56.7 65.2 66.3 74.8

サレジアン国際学園世田谷中学校 168.9 107.4 105.6 75.2 75.9

星美学園小学校 80.1 81.1 81.3 79.2 81.1

サレジアン国際学園目黒星美小学校 84.3 85.8 86.7 88.1 90.6

星美学園幼稚園 57.5 71.7 80.0 84.2 90.0

学校法人星美学園 81.7 75.5 71.9 69.0 70.0
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 (7) 役員の概要 

  ア 役員の定数・実数 

区 分 定 数 実 数 

理 事 ９名 ９名（うち外部理事２人） 

監 事 ２名 ２名 

  イ 就任役員 

役 員 氏 名 
就任 

年月日 
勤務形態 

業務執行・

非業務執行 
摘 要 

理事長 鈴木 裕子 2025.5.24 常勤 業務執行 学園長 

理 事 阿部 健一 2025.5.24 
職員兼務

理事 
非業務執行 短期大学学長 

理 事 宗像  諭 2025.5.24 
職員兼務

理事 
非業務執行 

サレジアン国際学園中学校

高等学校校長 

理 事 小島 理恵 2025.5.24 
職員兼務

理事 
非業務執行 

サレジアン国際学園目黒星

美小学校校長 

理 事 星野 和江 2025.5.24 
職員兼務

理事 
非業務執行 星美学園小学校校長 

理 事 森下ワカヨ 2025.5.24 
職員兼務

理事 
非業務執行 

サレジアン国際学園世田谷

中学高等学校校長 

理 事 青木 二郎 2025.5.24 非常勤 非業務執行 外部理事（弁護士） 

理 事 福岡  豊 2025.5.24 
職員兼務

理事 
非業務執行 法人事務局長 

理 事 宮脇 道子 2025.5.24 非常勤 非業務執行 
外部理事（扶助者聖母会代

表役員） 

監 事 最首二三夫  2025.5.24 常勤 ― 
元日立オートモティブシス

テム㈱ 

監 事 中島千嘉子 2025.5.24 非常勤 ― 扶助者聖母会 

  ウ 責任免除・責任限定契約、保証契約・役員賠償責任保険契約の状況 

    契約なし。 

 (8) 評議員の概要 

  ア 評議員の定数・実数 

区 分 定 数 実 数 

１号（法人の職員） ３名 ３名 

２号（学園の卒業者で25歳以上） ５名 ５名 

３号（学識経験者） ３名 ３名 
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  イ 就任評議員  

氏 名 就任年月日 
職員・非 

職員の別 
選任区分 摘 要 

細谷 勇太 2025.5.24 職員 １号（法人の職員） 
サレジアン国際学園目

黒星美小学校副校長 

島元 美恵 2025.5.24 職員 １号（法人の職員） 
サレジアン国際学園世

田谷中学高等学校教頭 

坂井 佐奈栄 2025.5.24 職員 １号（法人の職員） 
サレジアン国際学園目

黒星美小学校教諭 

宮脇 真澄 2025.5.24 非職員 
２号（学園の卒業者

で25歳以上） 

扶助者聖マリア修道院

院長 

森下 愛弓 2025.5.24 職員 
２号（学園の卒業者

で25歳以上） 

学校法人星美学園副学

園長 

小川久仁子 2025.5.24 職員 
２号（学園の卒業者

で25歳以上） 
星美学園幼稚園園長 

戸叶 雅之 2025.5.24 非職員 
２号（学園の卒業者

で25歳以上） 

星美学園小学校同窓会

会長 

太田 恵美子 2025.5.24 非職員 
２号（学園の卒業者

で25歳以上） 
ウニオーネ東京元会長 

飯田 和俊 2025.5.24 非職員 ３号（学識経験者） 
三菱ケミカル物流株式

会社 

角田 誠 2025.5.24 非職員 ３号（学識経験者） 
（株）角田誠事務所 

代表取締役 

小林 由加 2025.5.24 非職員 ３号（学識経験者） 
清泉女子大学及び聖心

女子大学非常勤講師 

 (9) 会計監査人の概要 

  ア 名称・就任年月日 

 永和会計監査法人 就任：令和７年５月24日  

  イ 責任免除・責任限定契約、保証契約・役員賠償責任保険契約の状況 

    契約なし。 

 (10)理事選任機関の概要 

   理事専任機関の構成員 

  ア 理事のうちから互選された者  ４人 

  イ 評議員のうちから互選された者 ４人 
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 (11)教職員の概要（令和７年５月１日現在） 

 

 

２ 事業の概要 

 (1) 学校法人 

  ア 学校法人は、設置する中学校及び高等学校の学校改革を推進し、改革から

４年目となり、これらの計画は、概ね順調に進み、中学校入学者数が学則定

員を確保することができており、引き続き着実に改革を進めることとする。 

  イ 急激な出生率の低下から幼稚園及び小学校も危機感を強め、中学校に続き

学校改革の準備を開始し、令和８年度より小学校は校名をサレジアン国際学

園小学校に、幼稚園は園名をサレジアン国際学園幼稚園に変更する準備を行

い、特に小学校はインターナショナルクラスを新たに設置し、英語で授業を

行う準備を進めている。 

 (2) 法人事務局 

  ア サレジアン国際学園中学校高等学校校舎建設計画の推進 

     令和９年１月末に完成、引き渡される予定で進み、令和９年度から新校舎

での教育が順調に行われるよう計画を進めている。 

  イ 若手職員の採用 

    最近の大学新卒者の初任給が学園の初任給と比較して高騰したため、優秀

な人材が確保できないことから次年度の初任給等を一部見直し、労働時間な

区　分 学園長
学長・
校長等

教頭・
副学長

教諭
非常勤
講師

嘱託 小計
事務
局長

事務部
長等

事務
員等

嘱託 小計 合計

法人本部 1 1 2 1 1 3

短期大学 1 1 8 29 39 1 4 3 8 47

1 1 26 11 39 1 10 11 50

(4) (4) (4)

1 1 17 11 30 1 8 9 39

(3) (3) (3)

(1) 1 39 21 1 62 (1) 6 3 9 71

兼務 (6) (6) 兼務 (6)

(1) 1 32 14 47 (1) 11 11 58

兼務 (7) (7) 兼務 (7)

星美学園小学校 1 1 35 2 1 40 1 10 11 51

1 1 43 4 49 1 7 8 57

(2) (2) (2)

星美学園幼稚園 1 1 9 3 14 4 4 18

1 7 8 209 92 5 322 1 5 60 6 72 394

(22) (22) (22)

パート、課外を除く。
教諭は、１年間の期間雇用契約している教諭・常勤講師を含める。
非常勤講師は、派遣講師を含める。（内数）

サレジアン国際学園
目黒星美小学校

サレジアン国際学園
高等学校

サレジアン国際学園
中学校

合　計

サレジアン国際学園
世田谷中学校

サレジアン国際学園
世田谷高等学校
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どの労働環境も含めて改善し、人材の獲得を進めた。 

  ウ 新校舎後の既存中高校舎の再利用 

    既存中学校高等学校校舎の再利用の計画を作成し、普通教室棟は星美小学

校のインターナショナルクラスに、特別教室棟は法人事務局、星美小学校職

員室などに有効活用する改修計画を策定した。 

 (3) 星美学園短期大学 

  ア 閉学に伴う準備 

   (ｱ) 保存する資料と廃棄する資料の仕分けを開始した。 

   (ｲ) 「短大アーカイブス」用に保存する資料・データの収集を行った。 

   (ｳ) 「短大アーカイブス」の設置場所について、検討を始めた。 

   (ｴ) 短大記念モニュメントの製作、設置について、具体的な検討に入った。 

   (ｵ) 「閉学式」及び「閉学感謝の集い」の開催について具体的な検討に入っ

た。 

(ｶ) 閉学後の証明書等の発行業務の引き継ぎについて具体的な検討に入った。 

(ｷ) 関係機関に対し、閉学に関する諸届け等を行った。 

      (ｸ) 同窓会（ウニオーネ短大）の、閉学後の活動について、同窓会役員と共

に検討を始めた。 

  イ 高大連携事業の推進 

    高大連携事業協定を結んでいる赤羽北桜高校及び品川エトワール女子高等 

   学校において、本学専任教員が授業を行った。 

    ウ ドン・ボスコの教育法に関する研修 

    浦田慎二朗神父による「ドン・ボスコの教育法」に関する職員研修を、例

年通り、１月に行った。   

  エ 就職状況     

    就職状況は、次のとおり。    
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 (4) サレジアン国際学園中学校高等学校 

  ア 教育内容の改革を推し進め、コミュニケーション力・考える力・数学科学

リテラシー・言語活用力を育成することに関しては、概ね達成し、次年度以

降への課題や解決法などの見通しを持つことができた。学校改革の４年目を

迎え、教職員の意識が格段に上がったことにより、各種の教育成果を見出す

ことができている。なお、新しいプログラムに関しては、運営していく中

で、改善点を見つけて対応する必要があるため、次年度以降も引き続き対応

していく。 

  イ 学校生活の充実を図ることに関して、生徒たちへの働きかけの効果によ

り、大幅な改善が見られる。特に教職員の統一した対応や不正確な情報の拡

大を防ぎ、整理して正しい情報を共有したこと、保護者の方が本校の教育活

動を理解し始めたことから、取り組みを始めたことへの格段の理解が進んで

いる。また、各種の取り組みも年度を重ねるごとに、理解が浸透し現状より

もより良い効果を生み出していると手応えを感じている。 

  ウ 募集広報に関して、受験市場からの高い支持をいただけるようになり、高

い基礎学力を有した生徒の入学や本校の教育内容を理解しているご家庭の入

学が増えてきている。特に帰国生を中心とした入学者が増加したことによ

り、学則定員を上回る入学数となったが、校内の活気や次年度以降の募集に

プラスにつながる効果を生み出せたため、中学入試・高校入試ともに大きな

成果を残せたと感じている。なお、想定以上に歩留まり率が高かったため、

合格基準を上げていくことが次年度への課題として残っている。 

学科名

卒業者数

進路決定者数

専攻科
短大・大

学等

人数 0 2 0 2 0 3 2 23 1

学科名

終了者数

進路決定者数

進学

短大・大

学等

人数 5 12 1 2 3 5 1 2 1

（就職）29（進学）1（その他）２

幼児保育学科卒業生

分野 幼稚園 保育所 こども園 施設
特別支援

学校
一般企業 その他

進学

33

（就職）７（進学）２４（その他）２

専攻科幼児保育専攻修了生

32

一般企業分野 その他幼稚園 保育所 こども園 公務員 施設
特別支援

学校
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  エ 学校改革の推進、ＨＲ教室不足のため、新校舎の建築プロジェクトに関し

て、外部業者との連携を密にしながら、円滑に進めている。予定通りの完成

と運用ができる目処が立っていることから、今後は、運用上のソフトの面を

充実させていくように対応していく。 

  オ 働き方改革に関して、教職員の働き方を充実させることが、本校の教育力

を高めることにつながるため、積極的な改善を行っている。特に、研究日の

設定や改正された各種の法律や条例に準じて、対応可能なところから改善す

るようにしている。その成果の一つとして、教職員の不本意な退職が減少し

たことや理由が不明瞭な欠勤等が激減し、安定した教育を提供できるように

なってきている。 

 

 

 

青山学院大学 １ 経済 桜美林大学 １ ビジネスマネジメント

杏林大学 １ 総合政策 駒澤大学 １ 文

順天堂 １ 国際教養 上智大学 ６ 法・外国語・文・経済

駿河台 １ 心理 成蹊大学 ３ 文・経済・法

成城大学 １ 文芸 聖徳大学 ２ 教育

専修大学 １ 文 中央大学 ２ 文

帝京大学 １ 文 東海大学 １ 政治経済

東京国際大学 １ 商 東京未来大学 １ 子ども心理

東洋大学 ２ 文・社会 獨協大学 １ 外国語

二松学舎大学 １ 国際政治経済 日本大学 １ 文理

文教大学 １ 文 武蔵大学 １ 人文

武蔵野大学 １ グローバル 明治学院大学 ２ 経済・国際

明治大学 ３ 文・政治経済・商 目白大学 ３ 社会・外国語・心理

立教大学 ２ 文・コミュニティ福祉 立正大学 １ 心理

立命館大学 １ 文 立命館アジア太平洋大学 １ アジア太平洋

麗澤大学 １ 外国語 早稲田大学 １ 社会

青山学院大学 １ 理工 北里大学 １ 海洋生命科学

工学院大学 ２ 建築 上智大学 １ 理工

千葉工業大学 １５ 創造工・先進工 帝京科学 １ 教育人間科学

東京農業大学 ２ 生命科学・応用生物科学 東洋大学 ２ 理工

日本大学 ５ 理工・生産工・生物資源科学

２０２５年度（２０２６年度入試）

＜私立大学　（文系）＞

＜私立大学　（理系）＞

高校３年生　合格実績　＊2025/03/27　判明分
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 (5) サレジアン国際学園世田谷中学高等学校 

  ア 建学の精神 

   (ｱ) ストレンナ（サレジアンの年間目標）に基づき、神のもとに希望をおく

教育、平和教育、希望をもって困難に立ち向かう教育を推進するよう、教

職員に呼びかけ、保護者や生徒にも希望のテーマでしばしば語りかけた。 

   (ｲ) サレジアン３期生を迎え、在校生とともに学校生活の充実を図るよう努

めた。すべての活動において教育の「５つの柱」を念頭に教育活動を行う

よう意識させた。また、その土台に心の教育、価値観の教育があることを

教職員間で深めいくようにした。カフェテリアが完成し、生徒たちの憩い

の場、交流の場、創立者が望んだ青少年の居場所として、活用されている。 

   (ｳ) 女子学年と共学学年、それぞれ安心安全のもとに学校生活ができるため

のアシステンツァ（プレゼンツァ）の強化と生徒指導のあり方を学ぶ機会

（研修会）を設け、実施するよう促した。 

  イ 教務 

   (ｱ) PBL 型授業などのＣ列（論理・批判・創造性）型授業の充実に加え、Ａ

列（知識・技能）において、PI（ピア インストラクション＝生徒同士の

議論を組み込んだアクティブラーニング型の授業手法）を用いた授業法を

確立していくよう努めた。継続して行う必要性を感じている。また、教科

の枠を超えて、授業に関する意見交換ができる場を設けることで、個の専

聖路加大学 １ 看護 帝京大学 １ 医療技術

帝京平成大学 ２ ヒューマンケア 東京医療保険大学 ２ 医療保険

東京慈恵会医科大学 １ 医 東邦大学 １ 看護

日本医科大学 １ 医療健康科学 人間総合科学大学 １ 看護

武蔵野大学 １ 看護 目白大学 １ 看護

帝京大学 １ スポーツ医療 東京工芸大学 １ 芸術

東洋大学 １ 健康スポーツ 日本大学 １ スポーツ科学

武蔵野美術大学 ３ 造形構想・造形 横浜美術大学 １ 美術学部

大妻女子大学 １ 社会情報 実践女子 １ 国際

聖心女子大学 ２ 現代教養 東京女子大学 ２ 現代教養

共立女子短期大学 １ 生活デザイン コーセー美容専門学校 １

東京福祉専門学校 １ 昼間部
東京バイオテクノロジー
専門学校

１ 4年制コース

東京モード学園 １ グラフィック学科デザイン

＜私立大学　（医療・看護）＞

＜私立大学　（芸術・体育）＞

＜私立大学　（女子大）＞

＜短期大学・専門学校＞
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門性を高めた。 

   (ｲ) 共学学年が高校に進学する準備の年として、本科クラス・インターナシ

ョナルクラスのカリキュラムの具体化を進めた。 

   (ｳ) 学校行事について５つの柱を意識し、成長を促していく行事内容になっ

ているかをさらに確認し、年間行事の整理・意義付けをしてきた。 

   (ｴ) ICT 教育では、プレゼンに特化した PC 室および第二音楽室、LIBERA（図

書館）、カフェテリアを活用し、授業展開を行うことのできる教員の割合を

増やした。また、夏の工事で、各教室にホワイトボードとプロジェクター

を入れ、さらに ICT 環境を充実させた。  

   (ｵ) Chat GPT をはじめとする生成 AI の利活用を進め、有用な事例について

共有、実践できるように研究を進めた。データの読み取りについて教員の

研修会を２度開き、専門家の話を聞き、学んだ。 

   (ｶ) 「教育と探求社」のプログラム選定を、より探究の精度をより上げてい

く方向に舵を切り、共学学年のゼミや SAP などの学びと共に、女子学年の

探究活動を深化させた。 

  ウ 本科推進 

   (ｱ) プレゼミでの体験が、生徒の「学問への熱意」を刺激し、探究の意欲を

喚起し、興味の幅を広げるものになるよう、担当教員は最大限の努力をし

た。 

   (ｲ) 2025年募集からスタートしたＭＥＤＩＣＯ（医学やサイエンスに特化し

たクラス）の準備を万全に進めた。 

  エ インター推進 

   (ｱ) 世界の兄弟校との国際交流を企画し、実施することに関しては、香港や

メルボルンなど一部のみ実践できた。 

   (ｲ) 本科・インターともに参加できる短中長期の留学プログラムを計画し、

カナダ留学を実施することができた。 

   (ｳ) 2026年度開始予定の DDP（デュアル・ディプローマ）にむけて、オース

トラリア・ヴィクトリア州教育省やサンベリーの兄弟校と各種調整をし、

お互いに行き来することをとおして、さらに具体化することができた。 

   (ｴ) ３年生のシドニー研修を11月末に実施し、インターの生徒のモチベーシ

ョンを上げることができた。 

  カ 生徒指導 

   (ｱ) １年をかけて作成した生徒指導のルーブリックを教員が理解し、共通認
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識を持つことについては、十分とは言えないので、継続していく。  

   (ｲ) 何事も生徒に委ね、任せることで、自ら考え責任ある行動ができる生徒

を育成する努力はしたが、これも継続的努力を必要とする。  

   (ｳ) 情報化社会が加速する時代を生きる生徒たちに必要な情報リテラシー教

育を充実するよう、情報科・技術家庭科とも協力して行った。 

   (ｴ) スクールバスのルートを二子玉川駅から用賀駅付近に発着を変更した。

そのため、安全・安心のもとに運用できるよう細心の注意を払い、順調に

運行できた。また、生徒にも周囲を見て、配慮するよう促してきた。 

  キ  進路 

    共学学年が高校になるにあたり、本科推進部やインター推進部と協力して

進路指導の在り方を探ってきた。保護者や同窓生の力を借りて、進路講演会

を実施したり、進路に必要な情報を、生徒自身に調べさせたり、情報を提供

するなどした。 

  ク 募集広報 

   (ｱ) 説明会においては、従来以上に生徒たち（サブリナメンバー）の力を活

用し、生徒の姿がより感じられる説明会とした。期待を超える満足の提供

をもって本校志望率を高めていけるよう教職員全体で意識して対応した。 

   (ｲ) 小学校との情報共有を続け、今後の方針を検討した。 
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 (6) 星美学園小学校 

  ア 教育重点目標「強い意志を持って進んで善を選び取れる児童の育成」 

   (ｱ) 毎週、月曜日の全校朝会、全教員による「からし種」の時間等を通して、

いつも神様が共にいてくださる指導を心がけ、誰も見ていなくても善を選

大学群 合格数 大学群 大学名 合格数

3 共立女子大学 1

9 中堅女子大 清泉女子大学 1

1 実践女子大学 3

6 桜美林大学 3

3 関東学院大学 3

6 産業能率大学 2

1 昭和音楽大学 1

3 洗足学園音楽大学 2

1 玉川大学 2

1 その他の 中央学院大学 1

主要女子大 2 大学 帝京大学 1

5 帝京科学大学 1

3 東海大学 1

1 東邦大学 2

中堅私立大 2 日本体育大学 1

8 明星大学 1

2 立命館大学 1

1 Gannon　University 1

2

1

1

1

2

2

1

2025年度入試　大学合格実績（現役60期生）

杏林大学（保健）

順天堂大学（薬）

東京工科大学

日本歯科大学

昭和大学（看）

帝京平成大学（看）

東京農業大学

麻布大学（獣医）

早稲田大学

サレジアン国際学園世田谷中学高等学校

明治大学

立教大学

国際基督教大学

成蹊大学

成城大学

明治学院大学

國學院大学

日本大学

東京女子大学

日本女子大学大学

聖心女子大学

2025年4月24日現在

私立大学

大学名

理系大学

上智大学

青山学院大学

中央大学

法政大学

GMARCH

早慶上理ICU

学習院大学
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び取れるよう繰り返し指導を行った。 

   (ｲ) 全教員で一致して児童を育てる意識を忘れず、基本的な決まりは教える

が、その都度、児童に何をするのが望ましいか考えさせる指導を心がけた。  

しかし、下校時など周囲の方にご迷惑な行動をする児童がいたので、自分

の行動を振り替えさせた。 

   (ｳ) 「18歳のプロファイル」の内容を確認し、副学園長様からの「ドン・ボ

スコ通信」を必ず全教員と共有し、目指す児童像を考え話し合いながら進

めることができた。 

  イ 学習指導 

   (ｱ) 自ら考え、主体的に学ぶ探究の要素を取り入れた授業を全教科で工夫し、

意識しながら取り組んだ。学年に応じて調べ、対話し、発表する力が少し

ずつ身について来た。 

   (ｲ) 基礎学力をつけることはもちろん、個別最適な学びのための場の設定や

協同的な学習ができるような授業を工夫していくことを目指したが、個別

最適な学びの場の設定を考えて授業を行えたかについては、課題が残る。 

   (ｳ) 火曜日と木曜日を清掃なしにし、７時間目の放課後の時間を確保した。

その時間に５年生は習熟度別に算数の補習を行い、中学受験に向けての学

習にも取り組めた。他学年も補習などの時間にあて、学力向上の時間がと

れた。 

   (ｴ) 英語を身近に感じられるように職員室前に英語の掲示コーナーを作り、

学習した内容が全校児童に共有できた。１年生からネイティブの授業を入

れ、本物の発音に触れる機会を多くした。また、児童から提出された音声

での発音チェックを通して、個々に応じて英語力が高まったのを感じる。 

   (ｵ) iPad を使用し、Monoxer(ものぐさ)アプリで、個人の習熟度に合わせた

学習を行い、その達成率を視覚的にわかる工夫をするなどし、児童が意欲

的に取り組む姿が見られた。 

  ウ 生活指導 

   (ｱ) どのように行動するのが良いのか、人としての当たり前の行動ができる

ことを目指し、カトリックミッションスクールとしての生活指導を心がけ

た。決まりは教えるが、それが守られていなかった時に、どうしたらでき

たか、どうしたら良いのかなど考えさせながら指導を行った。 

   (ｲ) 月ごとの生活目標の実践に向けて、毎週月曜日の全校朝会前に生活指導

部から全校児童に共通の指導を行いながら、月の始めに生活目標を確認し、
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意識しながら行動させた。 

   (ｳ) 登下校（特に下校）のマナーについては、近隣の方から苦情を寄せられ

ることが何度かあった。その度に、その児童を特定し、生活指導部を中心

に指導を行った。登下校のマナーについては、引き続き指導を繰り返す。 

   (ｴ) ６年生が落ち着いており、良い見本を示してくれたおかげで、学校全体

として落ち着いて毎日を過ごすことができた。 

   (ｵ) いじめ問題に関して、２年生で２件、保護者から、「いじめ重大案件」が

起きたとして捉えてほしいと申し出があった。児童・保護者対応も含め、

初期対応の重要性を感じた。この２件の対応については継続中。 

  エ 教員研修 

   (ｱ) 「自分の考えをしっかり持ち、伝え合う授業作り」も３年目になり、児

童が主体的に深く考え、自分の考えに自信を持って授業に臨めるよう教材

研究に取り組んだ。 

   (ｲ) 全校研修では、２年生国語、３年社会、６年理科の３教科で研究授業を

行い、研修目標にあった授業作りを共に学ぶ機会が持てた。 

   (ｳ) 毎月の職員会議の始めに宗教研修を行い、全教員が一致して歩めるよう

に宗教的な学びの機会を持った。夏休みの SDB（ドン・ボスコの教育法を

学ぶ研修）では、サレジオ会浦田神父様から予防教育法について学び、分

かち合いを行う中で、２学期からの各自の目標を持つことができた。 

   (ｴ) 「サレジオ教員養成講座」は、大変良い研修だが、参加者が限られてい

たので、今年度は、内容の動画を全教員で見ながら学ぶ機会を持った。 

  オ 校名変更・新クラス創設に向けて 

   (ｱ) 2026年度（令和８年度）より校名を「星美学園小学校」から「サレジアン

国際学園小学校」に変更するに伴い、カリキュラムの編成等を考えた。校

舎内の表示やインターナショナルクラスの環境整備など４月からのス

タートに向けて計画的に取り組んだ。 

   (ｲ) 校名が変更されても、星美学園としての建学の精神は大切にしながら教

育を行うことをインターナショナルクラスの教員とも話し合った。 

   (ｳ) 星美クラスとインターナショナルクラスとでは、それぞれの良さを生か

すために制服を別にすることになった。 

   (ｴ) 学園長のご指導のもと、「インターナショナルクラス設置準備室」の先生

方（中高教員３名）が「インターナショナルクラス」の教育内容について

具体的に進めた。 
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   (ｵ)「星美クラス」の教育内容を見直すために、プロジェクトチームを作り、

2026年度からの教育について考え、提案を受けながら現在進めている。 

  カ 募集広報 

   (ｱ) 新たに「インターナショナルクラス」が設置されることを広く宣伝する

ために広報に力を入れ、インターネットやメディアを利用した広報活動を

積極的に実施した。 

   (ｲ) 「星美クラス」と「インターナショナルクラス」と分けて学校説明会を

行い、双方の良さを伝えることができた。 

   (ｳ) インターナショナルクラスでは、帰国生２回、一般入試では国際生（英

語に自信あり）、一般生（英語に自信なし）と分けて入試を行い、様々な児

童が入学できるように工夫した。 

   (ｴ) 星美クラスにおいては、建学の精神にそった「心の教育」や「英語教育」

「体験学習」を特徴とし、広報活動を行った。学校説明会の参加者も昨年

度よりも多く校名変更に伴い、関心の高さを感じた。 

  キ 教育環境 

 令和７年度に予定していた内容については、進めることができた。 

 (7) サレジアン国際学園目黒星美小学校 

  ア 心の教育  

   (ｱ) 令和５年度からの校名の変更に伴い、「国際学園」としての保護者の期待

も高まることが想定される。しかしながら、本校の根幹をなすものは「心

の教育」であり、「品性を備えた明るく誠実な児童の育成」に努める教育方

針は変わらない。その教育法は「予防教育法」であり、３本柱である「理

性」「宗教」「慈愛」を実践しながら、子どもたちと共にいること（アシス

テンツァ）を大事にしながら日々の教育活動を行った。 

   (ｲ) サレジアン・シスターズの姉妹校共通の教育目標「18歳のプロファイル」

について教員への浸透を図り、児童の成長段階に合わせた心の教育を行う。

1～5年生は、３月にサレジアン・パスポート（キャリアパスポート）にて

振り返りを行い、６年生には12月にアンケートを取り、集計して修道会に

報告、また、全教員にも伝達し次年度に活かすようにした。 

   (ｳ) 一人一人との関わりを通してその成長をサポートするため、教員間で児

童についての情報交換を密にしてきた。また、子ども達との信頼関係を大

切にしながら、ドン・ボスコの教育法を実践するために全教員でサレジオ

家族養成講座に参加し全教職員で全児童を見守り指導した。 
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  イ 国際教育 

   (ｱ) 心の教育と並行して国際的なグローバルな視野※を持った児童を育成す

るよう努めてきた。※グローバルな視野とは、1.自分が世界とつながって

いることを実感できること 2.言語（日本語・英語）を使って、様々な人

とコミュニケーションが取れること 3.多様性を受け入れ、認める心を

持っていることを指す。 

   (ｲ) 具体的な方法として、以下の３観点を継続実施した。 

    ａ 日常生活の中で英語に触れる 

      前年度より継続して、毎朝のモジュールの時間に英語を取り入れてい

る。自宅でも学習できるよう、希望者にはオンライン英会話レッスンが

受講できるようにした。 

    ｂ 英語を使った活動へ挑戦する 

      オーストラリア ST Paul’s School との交流を行った。また、６年生

には、Tokyo Global Gateway での研修を、希望者には英語の試験（GTEC）

受験の機会を作り、実施した。 

    ｃ 様々な国の人、外国語、文化に触れる 

      インターナショナルウィークを作り、ネパール、ガーナ、アメリカ合

衆国の文化や言語に触れる機会をもった。今後は、オンライン交流を実

施し、他国のサレジアン・シスターズの姉妹校との交流も視野に入れる。 

  ウ 共に学び合う授業、資質・能力を育成する授業 

   (ｱ) 各教科で令和５年度の自身の授業や子どもたちの実態を振り返り、令和

６年度に重点的に育てていく資質・能力を選定し、その資質・能力を育成

するために具体的な方法や手段を共有化し、系統的な指導や研究ができる

ようにした。令和７年度は、６年度の実践を踏まえて、育てていく資質・

能力・方法等を改善し、形にすることを目指した。次年度に継続し、完成

していく。 

   (ｲ) 教育精神が生きる場として大切にしている合宿を実施する。子どもと教

師の信頼関係の構築はもとより、子ども同士が学び合える体験を計画し実

践した。 

   (ｳ) 令和３年度、教育課程検討委員会のもと合宿を中心としたカリキュラム

編成を行なった。これに基づき教科と結びついた横断型の学習を、合宿を

含め展開してきた。 

  エ ICT の活用 
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   (ｱ) ３年生以上が個人持ち iPad を家庭学習にも使用し始めているため、情

報モラルや使用方法については保護者の理解や協力を得られるよう、保護

者向けの家庭でのルール作りの講演会を行った。また、情報モラルについ

ては、授業で扱ったり、専門家による講演を実施し、児童の危険を回避し

安全な使用を目指してきた。 

   (ｲ) 中学への円滑な移行のため、5、6年生は一人一台のパソコンを用いて学

習し、Word、Excel、Power Point の操作を身につけさせた。これに向けて、

ロイロノートの基本操作は1、2年生で終了し、２年生からはタイピングを

始めた。３年生ではタイピングをしっかりと身につけると共にプログラ

ミングを学び、４年生ではパソコンの基本操作に慣れさせてきた。 

   (ｳ) 情報の授業以外の教科でも、iPad を有効的に活用するよう推進した。 

   (ｴ) 個別配慮が必要な児童について、家庭に持ち帰った端末を活用して支援

していくことも視野に入れて、活用方法を探り、実践してきた。  

  オ 教員研修・資質の向上 

   (ｱ) 夏の教員研修では、「授業から考える『伝わる愛』～『目黒星美らしい

授業』とは～」をテーマに、教員一人一人の実践報告を通した分かち合い

をして学びを深めた。また、秋の宿泊研修を、「階層別宿泊研修」とし、元

星美ホーム施設長の熊本シスターをお招きして、変化させ、ミドルの階層

で研修を行った。目黒星美の明日をリードする存在として、創立者の精神

を生きる自分を振り返る分かち合いを行った。このような研修の成果をも

とに、令和８年度は、ドン・ボスコの学校としての使命を教職員の中でさ

らに深いものにしていけるよう、ドン・ボスコの教育について、またその

具体化についての研修を続けていく。 

   (ｲ) 新任研修を学年主任、教科主任を中心に行った。また、東初協の教科部

会の運営委員（国語、算数、英語）を務める教員に鼓舞されながら教員全

体の授業力アップを目指してきた。 

   (ｳ) 創立者の精神を深め、サレジアンカラーを意識して教育に当たるため、

毎月サレジアンカラーの一項目を目標として掲げ、週の初めの終礼では祈

りとして全員で唱えてきた。 

   (ｴ) 児童への英語教育が進められるため、教員の英語力の向上も求められる。

そのため、教員もオンライン英会話レッスンに参加できるよう促した。 

   (ｵ) ドン・ボスコの精神を継承するサレジアンとしての資質向上を目指し、

サレジオ家族教員養成講座を基にした分かち合いを行ってきた。 
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  カ 行事について 

   (ｱ) 合宿については、一昨年度より２年生の秋の自然教室を宿泊先の老朽化

により、山中湖・平野にある「リゾートイン愛」に変更し、令和７年度は

２回目を実施した。令和８年度も同所で実施する。 

   (ｲ) 音楽会を児童対象、保護者対象の２回実施に戻して実施した。 

   (ｳ) TGG（TOKYO GLOBAL GATEWAY）での英語研修を６年生で実施した。６年生

の実施を継続し、児童の様子やその後の成果をよく見ながら、５年生での

実施も検討していく。 

   (ｴ) サレジオグラウンドをお借りして、働く消防の写生会を３年生を対象に

実施する予定だったが、雨天のため中止とし、教室での人物写生を行った。 

   (ｵ) 芸術鑑賞として、全学年を対象にした校内での芸術鑑賞会として、春風

亭柳枝氏と江戸家猫八氏、両名による古典鑑賞を実施した。また、６年生

は劇団四季「アラジン」、４年生は日生劇場「ジャック・オーランド～ユー

リと魔物の笛～」の鑑賞を実施した。 

  キ いじめ及び不登校児への対応、体罰防止について 

   (ｱ) いじめについて 

    ａ 本校の「いじめ防止基本方針」を見直し、より本校の現状に即したも

のに改訂した。 

    ｂ 「いじめ」防止のため、各教員は愛情をもってより積極的に子ども達

とかかわり、子どもの悩み等を早期に発見し、対応した。  

    ｃ 令和８年度よりアンケートを実施し、子ども達の悩み等を把握するた

めの準備をした。  

   (ｲ) 不登校児への対応について 

    ａ 委員会で作成したマニュアルに沿って、保護者と本人と話し合いなが

ら、各々の児童に対応した。 

    ｂ  子ども達の悩み等を把握するために、年に１回のアンケート実施の準

備をした。     

   (ｳ) 体罰について 

    ａ 教職員に徹底するため、体罰防止については定期的に話をしたり声を

かけたりし、児童指導については複数で対応していった。 

    ｂ 体罰行為があった場合の対応マニュアルを新たに作成している。 

  ク 入試広報活動 
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   (ｱ) 学校をより多くの方に知っていただけるよう、ホームページに説明会動

画をアップする等した。 

   (ｲ) 学校説明会を全８回（入試体験会・就学入試説明会・運動会見学を含む）

実施した。校内の他、合同説明会を含む校外での説明会にも積極的に参加

した。 

   (ｳ) 目黒サレジオ幼稚園との連携を考え、幼稚園での学校説明会を実施した。

また、他の方法での連携を模索している。 

  ケ 働き方改革 

   (ｱ) 時程について 

      授業は、一コマは40分間で行い、昼食及び昼休みを低学年と高学年と

で時程を変えて行い、児童が伸び伸びと遊べるようにしている。教員に

ついては、７時45分出勤、16時30分退勤とし、勤務時間内で各々休憩時

間を取ってきている。３階の一室（モルネーゼ）または職員室の一角を

休憩スペースとする。 

   (ｲ) 仕事の軽減について 

     事務職員の朝礼前の煩雑さを解消するため、欠席・遅刻等の連絡手段は

これまで同様「スクリレ」を利用してきた。また、購買部での物品購入に

ついても、事前に購入の注文を提出する形を行っている。   

   (ｳ) ペーパーレス化 

     終礼での連絡事項や職員会議等、可能な限りペーパーレスとし、ロイロ

ノートやスプレッドシートなどを利用した。 

   (ｴ) 勤怠システム「Freee」を導入し、教職員の勤務実態を把握した。休日に

入試広報関係での出勤、合宿の実地踏査が入った場合などの時間外労働に

ついては、日当や振替時間を取るなどの措置をとってきた。 

   (ｵ) 可能な限り、児童が登校しない土曜日を在宅勤務とし、研修や健康維持

のための時間として有効に使うようにしている。 

  コ 学校内外での安全 

   (ｱ) 一斉メール配信システム「ミマモルメ」を利用し、希望者には登下校メー

ルサービスも受けられるようにしてきた。 

   (ｲ) 学校危機管理マニュアルの大幅な検証・見直しを行い、新たなマニュア

ルを作成し、児童の安全に努めてきた。また、登下校の安全のため、保護

者に見守り隊を依頼する。 

  サ スクールカウンセラー、相談室の設置 
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    不登校あるいは、様々な傾向のある子どもへの支援のため、物理的な環境

を整え、そして、子どもが心を安定させ、自立を図るための場所、教室に復

帰するための場所としてスクールカウンセラーならびに相談室を設置してき

た。保護者の教育相談、児童の支援、また、教職員への研修など、今年度も

継続して、相談、支援活動を行ってきた。 

  シ 多様な進路の構築 

    サレジアン国際学園の学校改革の最中、これまで同様、内部進学、外部受

験、公立中学への進学など、多様な児童のこともしっかり見つめて支えてい

く小学校であり続けると同時に、その児童たちの多様な進路についても保護

者に示していけるよう、他の中高との連携関係、提携関係を拓いてきた。カ

トリックミッションスクールとして、小学校６年間だけでなく、キリスト教

的価値観のもと成長していく子どもたちや家庭を支えていくことも大切なミ

ッションだと考え、カトリックの男子校、女子校と相談を重ねてきた。今年

度は、「カトリックミッションスクールの男子校・女子校」6校の学校説明会

を本校内で行った。また、世田谷中高においては、本校保護者を対象とする

私立学校4校の合同説明会を行った。 

 (8) 星美学園幼稚園 

   星美学園の学校改革に伴い、幼稚園の教育改革に向けて令和８年４月の園名

変更、英語で遊べる保育・英語課外クラスなどの必要事項について計画を策定

し各クラス月４回、ネイティブと関わる保育の実践を行う。 

   特に英語プログラムにおいては専門性が必要であるため、教育カリキュラム・

教材作成にあたった。 

   従来行ってきた「遊びを通して学ぶ」姿勢は堅持し、創立者聖ヨハネ・ボス

コの「自ら考え、判断し、善を選び取る」自立した人格形成と、国際人として

他国と共存、共生出来るよう世界に開かれた視野を、日常の生活を通して学ぶ

よう引き続き力を入れる。 

  ア 令和７年度教育プロジェクトの成果と反省 

    教育重点目標 

    「ひびきあって生きる子ども」を育てる。 

     ひとりひとりは神様から愛されているかけがえのない存在として祈り感

謝する心を持つこと。個性と人格をありのままに受け止め尊重すること。 

    「かんしゃする子ども」を育てる。 
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     「ありがとう」「ごめんなさい」を素直にいう事ができる。神様からいた

だいている恵みに気づき、大切にしていく。そしてその恵みを誰かのため

に使うことの大切さを知っていく。「ありがとう」「ごめんなさい」「いいよ」

「Faccio io」をいつも自分から言えるように意識する。 

     保護者に対しては、降園時やクラスだよりを通して、教育の内容や成果

を丁寧に伝えるようにつとめた。子どもたちが生き生きと安心して園生活

を送ることで、保護者の満足感もあったのではないかと思われる。また、

保護者のカトリック教育への理解が深まるよう年３回の教育講話を実施

した。 

  イ 教職員の研修 

    子どもの遊びの環境づくりを通して、次の日につながる保育をするための

記録に重点を置いて研修を積み重ねてきた。今年度は特に「年齢に応じた自

然との関わり・遊びが豊かになる戸外環境づくり」・「園全体の空間の見直し」

をテーマに記録から読み取った子どもの姿をどのように遊びや活動につなげ

るかと共に、身近な自然環境に興味を持ち、植物を育てる過程で命の不思議

さや大切さを学ぶ。また、保育者の願いや意図にも着目して、気付きや難し

さなどを共有しながら保育・植物の栽培について・戸外環境や保育室の環境

（空間の活かし方）について、外部講師からの助言を頂きながら研修を深め

てきた。 

    保育の専門性、特に特別支援の必要な子どもへの理解や対応についても夏

期休暇中に研修・北区発達支援センター心理士からの指導を受け、実践に繋

げた。 

    新人の職員と共に、東京教区カトリック幼保連盟主催のカトリック研修会

に参加。     

  ウ 保護者との連携強化 

    降園の際、日々の出来事を伝えたり、保護者の相談を受けたりしながら、

子どもの育ちを保護者と共に考えてきた。また必要な情報を発信し、家庭の

保育力を高めるよう努めてきた。 

     学年やクラスでの活動は、学年だよりやクラスだよりで丁寧に伝えること

で、日々の教育内容を理解して頂けるよう配慮してきた。 

  エ 働く保護者への支援・預かり保育の拡充 
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    早朝8:00からの受け入れ、保育後は18:00までの預かり保育を実施してい

る。長期休暇中の預かり保育も実施しており、保護者からは好評を得ている

が、職員への負担が増している。 

    毎日預かり保育を利用している家庭とクラス担任が直接話す機会が少なく、

連絡帳を介してのやり取りになっていることが課題となっているので、必要

な場合は、保護者との面談を行い家庭との連携をとった。また、預かり保育

職員と担任との共有によって子どもの安全をはかった。 

  オ 広報の充実 

    未就園児行事「星の子会」を実施し、英語活動も取り入れ、園の教育方針

を知って頂けるようにしてきた。近隣も幼児教室や関連施設への星の子会チ

ラシ・園のリーフレットやポスターを配布させていただいた。 

    見学説明会（9～10月の毎日）においては、一日５名以下で実施し、普段の

保育の様子を見て頂いたり、園内で遊んだりして園の雰囲気や教育活動を理

解して頂けるようにおこなった。 

  カ 他校種との情報交換及び連携  

   (ｱ) 短期大学…見学実習、教育実習の受け入れをした。（採用も決定） 

   (ｲ) 中学校高等学校…職場体験の生徒の受け入れをした。 

    (ｳ) 小学校…園児との児童の交流会をおこなった。 

     在宅勤務を実施―勤務日の土曜日を、クラスだよりや個人の記録、保育

の計画に充てられるようした。 

  キ 学校評価（保護者アンケート）   

    保護者に園の運営、教育等のアンケートを実施し、次年度に向けての取り

組みを保護者に伝えた。いずれも90パーセント越えの高い評価を頂いた。 

  ク 来年度に向けての取り組み 

    教育内容については、重点目標に沿って、保育の計画、実践、評価、改善

のサイクルを継続的に行い、より質の高い保育を行うよう努める。 

    家庭との連携においては、話しやすい環境（時間、場所等）を整える。 

    英語プログラムの導入（各学年に突き4回ネイティブがクラス活動開始）

2026年4月より、年中・年長、英語課外クラス導入。 

 

３ 財務の状況 

 (1) 決算の概要 

  ア 貸借対照表関係 
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   (ｱ) 貸借対照表の状況と経年比較             （単位：千円） 

 

   (ｲ) 財務比率の経年比較 

 

   イ 事業活動収支計算書関係 

   (ｱ) 事業活動収支計算書の状況と経年比較         （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

固定資産 25,360,828 26,041,785 27,081,227 27,897,813 28,614,334

流動資産 896,234 1,615,721 1,446,778 1,285,119 1,118,305

資産の部合計 26,257,063 27,657,506 28,528,005 29,182,932 29,732,639

固定負債 124,928 133,215 150,707 156,146 168,889

流動負債 769,694 649,353 586,958 573,557 513,929

負債の部合計 894,622 782,569 737,665 729,703 682,818

基本金 32,655,555 27,127,038 25,608,118 25,200,473 24,853,990

繰越収支差額 -7,293,115 -252,101 2,182,222 3,252,757 4,195,830

純資産の部合計 25,362,441 26,874,937 27,790,340 28,453,230 29,049,821

負債及び純資産の部合計 26,257,063 27,657,506 28,528,005 29,182,932 29,732,639

令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

運用資産余裕比率 1.9 3.9 4.8 5.6 5.9

流動化比率 116.7 249.2 246.7 224.3 217.7

総負債比率 3.4 2.8 2.6 2.5 2.3

前受金保有率 290.6 513.5 515.6 483.5 509.4

基本金比率 99.9 99.9 99.8 99.8 99.8

積立率 57.4 100.3 116.2 125.6 132.1
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令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

学生生徒等納付金 1,877,307 1,756,321 1,708,668 1,535,046 1,520,845

手数料 53,118 40,354 41,730 39,289 23,911

寄付金 59,719 44,966 44,715 34,827 23,002

経常費等補助金 1,255,795 1,161,306 1,014,527 999,218 957,401

付随事業収入 1,126 3,741 16,371 13,100 4,642

雑収入 102,334 87,469 77,501 66,820 100,999

教育活動収入計 3,349,399 3,094,157 2,903,511 2,688,299 2,630,800

人件費 2,626,020 2,400,961 2,202,422 1,994,077 1,991,507

教育研究経費 1,825,005 1,377,704 1,218,838 1,107,408 990,382

管理経費 389,666 300,880 242,981 244,400 231,506

徴収不能額等 164 906 214 1,422 100

教育活動支出計 4,840,854 4,080,451 3,664,455 3,347,307 3,213,494

　　教育活動収支差額 -1,491,455 -986,295 -760,944 -659,008 -582,695

受取利息・配当金 30,785 10,216 8,989 8,334 6,839

その他の教育活動外収入 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

教育活動外収入計 34,385 13,816 12,589 11,934 10,439

借入金等利息 0 0 0 0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0 0 0

　　教育活動外収支差額 34,385 13,816 12,589 11,934 10,439

　　　　経常収支差額 -1,457,070 -972,479 -748,355 -647,074 -572,255

資産売却差額 52 0 0 0 0

その他の特別収入 109,559 64,626 89,535 54,523 92,373

特別収入計 109,612 64,626 89,535 54,523 92,373

資産処分差額 6,607 7,304 4,042 3,381 7,341

その他の特別支出 158,431 246 29 658 2,672

特別支出計 165,038 7,550 4,071 4,040 10,013

　　　　特別収支差額 -55,426 57,076 85,465 50,484 82,361

164 906 214 1,422 100

59,836 61,594 62,286 58,578 54,900

-1,512,496 -915,403 -662,890 -596,591 -489,895

-5,528,517 -1,518,921 -409,711 -346,634 -334,077

-7,041,013 -2,434,323 -1,072,601 -943,225 -823,972

-252,101 2,182,222 3,252,757 4,195,830 5,014,972

0 0 2,066 152 4,830

-7,293,115 -252,101 2,182,222 3,252,757 4,195,830

（参考）

3,493,396 3,172,599 3,005,636 2,754,756 2,733,613

5,005,892 4,088,002 3,668,526 3,351,347 3,223,507

 
 
 
 
 
 
 
教
育
活
動
収
支

事業活動収入計

事業活動支出計

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額

科　　　目

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

（予備費）



- 26 - 

   (ｲ) 財務比率の経年比較 

 

  ウ 資金収支計算書関係 

    (ｱ) 資金収支計算書の状況と経年比較           （単位：千円） 

 

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

人件費比率 77.6 77.3 75.5 73.8 75.4

教育研究経費比率 53.9 44.3 41.8 41 37.5

管理経費比率 11.5 9.7 8.3 9.1 8.8

事業活動収支差額比率 -43.3 -28.9 -22.1 -21.7 -18

学生生徒等納付金比率 55.5 56.5 58.6 56.8 57.6

経常収支差額比率 -43.1 -31.3 -25.7 -24 -21.7

収入の部 令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

学生生徒等納付金収入 1,877,307 1,756,321 1,708,668 1,535,046 1,520,845

手数料収入 53,118 40,354 41,730 39,289 23,911

寄付金収入 120,015 83,639 85,435 68,401 56,609

補助金収入 1,304,520 1,186,977 1,062,761 1,017,879 1,013,880

資産売却収入 52 0 0 0 0

付随事業・収益事業収入 4,726 5,944 21,023 17,037 9,827

受取利息・配当金収入 30,785 10,216 8,989 8,334 6,839

雑収入 102,711 87,460 77,494 68,176 102,640

借入金等収入 1,250 0 500 0 0

前受金収入 272,975 273,338 260,028 248,623 193,282

その他の収入 6,273,551 2,072,456 1,129,891 724,447 145,123

資金収入調整勘定 -356,068 -339,646 -323,660 -258,744 -411,279

前年度繰越支払資金 1,403,714 1,340,625 1,202,160 984,737 1,469,139

収入の部合計 11,088,658 6,517,683 5,275,019 4,453,224 4,130,817

人件費支出 2,614,602 2,400,992 2,216,010 1,997,527 1,994,087

教育研究経費支出 993,603 804,029 695,274 613,339 507,279

管理経費支出 314,435 245,003 221,205 230,609 219,725

借入金等利息支出 0 0 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 250 0 0

施設関係支出 6,128,655 1,319,681 662,733 265,498 287,763

設備関係支出 263,469 269,415 133,952 132,557 136,141

資産運用支出 9,947 0 0 0 0

その他の支出 137,785 196,368 78,370 51,936 39,734

資金支出調整勘定 -167,051 -121,519 -73,400 -40,402 -38,649

翌年度繰越支払資金 793,212 1,403,714 1,340,625 1,202,160 984,737

支出の部合計 11,088,658 6,517,683 5,275,019 4,453,224 4,130,817
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   (ｲ) 活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

 

   (ｳ) 財務比率の経年比較 

 

 (2) その他 

  ア 資産運用の状況 

   (ｱ) 運用目的・目標 

     学校法人星美学園の預貯金を元本返還が確実な方法で運用し、運用に当

たっては、安全性、換金性及び収益性の順で運用対象及び運用先を判断し

ている。 

   (ｲ) ガバナンス体制 

令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

教育活動資金収入計 3,349,388 3,092,747 2,904,376 2,688,493 2,632,385

教育活動資金支出計 3,922,317 3,449,778 3,132,460 2,840,816 2,718,419

差引 -572,929 -357,030 -228,083 -152,323 -86,034

調整勘定等 48,287 -25,674 10,929 82,815 -91,118

教育活動資金収支差額 -524,641 -382,704 -217,155 -69,508 -177,152

施設整備等活動資金収入計 6,278,084 2,060,344 1,139,134 652,299 90,087

施設整備等活動資金支出計 6,392,125 1,589,096 796,685 398,055 423,904

差引 -114,041 471,248 342,449 254,244 -333,818

調整勘定等 -21,763 -13,706 15,071 11,726 -7,686

施設整備等活動資金収支差額 -135,803 457,543 357,520 265,970 -341,504

-660,445 74,839 140,366 196,462 -518,656

その他の活動資金収入計 61,498 17,159 26,757 21,851 38,553

その他の活動資金支出計 11,662 28,430 28,451 959 4,313

差引 49,836 -11,271 -1,694 20,892 34,240

調整勘定等 107 -478 -207 69 14

その他の活動資金収支差額 49,943 -11,750 -1,900 20,961 34,254

-610,502 63,089 138,465 217,423 -484,402

1,403,714 1,340,625 1,202,160 984,737 1,469,139

793,212 1,403,714 1,340,625 1,202,160 984,737翌年度繰越支払資金

施設整備等活動による資金収支

（単位：千円）

前年度繰越支払資金

科　　目

教育活動による資金収支

小計（教育活動資金収支差額＋
施設整備等活動資金収支差額）

その他の活動による資金収支

支払資金の増減額（小計＋
その他の活動資金収支差額）

令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

教育活動資金収支差額比率 -15.7 -12.4 -7.5 -2.6 -6.7
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     学校法人星美学園資金運用規程及び学校法人星美学園資金等運用委員会

規程に基づき実施している。 

   (ｳ) 運用体制 

     運用責任体制は、資金等運用総括責任者、資金等運用責任者及び資金等

運用担当者を定め、資産運用を行う場合は、予め資金等運用委員会を開催

し資金等の運用に係る運用先、運用対象及び運用額その他の審議を行うこ

ととしている。 

   (ｴ) 本年度の運用状況（令和７年度） 

    ａ コーラブル預金（元本保証） 16億円 

    ｂ 利息 8,267,336円（0.5167％） 

  イ 学校債の状況 

    なし 

  ウ 寄付金の状況（令和７年度） 

    総額：120,014,984円 

   (ｱ) サレジアン募金（教育充実）37,260,000円 

   (ｲ) サレジアン国際学園中学校高等学校新校舎募金 13,397,000円 

   (ｳ) その他 69,357,984円 

  エ 補助金の状況 

（単位：千円） 

１ 経常費補助 1,119,284 

２ 私立高等学校授業料軽減助成金 88,165 

３ 省エネ事業費補助 25,172 

４ デジタル環境整備費補助 23,553 

５ 外国人指導助手 9,744 

６ 預かり保育推進補助 4,103 

７ その他 34,499 

８ 合計 1,304,520 

  オ 収益事業の状況 

    収益事業は、不動産の賃貸を行い、毎年度安定した収入を得ており、その

ほとんどを学校会計に繰り入れている。 
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   (ｱ) 貸借対照表の経年比較                （単位：千円） 

 

   (ｲ) 損益計算書の経年比較                （単位：千円） 

 

 (3) 経営状況の分析と今後の方針・対応策等 

  ア 令和４年度から開始した中学校高等学校の教育改革への投資を行い、学則

定員以上の生徒を確保でき学納金も増加したが、インタークラスの設置、ネ

イティブ教員の採用などにより人件費支出が多くなったこと、また、新校舎

の建設も重なり支出が多くなった。令和８年度で新規の施設・設備が終了す

る予定であり、また、人件費の削減も次年度以降着実に行う予定である。 

  イ 近年の物価上昇は、支出を増加させる要因であり、学園の固定経費の削減

などの自助努力を行いつつ、保護者の理解を得て学納金の値上げをお願いす

る。 

  ウ 短期大学の廃止が令和８年度末で完了することから、短大の人件費・維持

経費が削減できること。また、短大校舎の外部への貸し出しを計画し収益事

業の収入を増加させる計画である。 

 

４ 学校法人の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備及び

運用状況 

  (1) 体制整備及び運用状況 

令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

固定資産 98,763 100,186 101,608 103,030 104,452

流動資産 22,888 21,120 19,536 17,939 16,306

資産の部合計 121,652 121,305 121,143 120,969 120,758

固定負債 190 190 190 190 190

流動負債 1,345 1,316 1,319 1,332 1,418

負債の部合計 1,535 1,506 1,509 1,522 1,608

純資産の部合計 120,117 119,799 119,635 119,447 119,150

負債及び純資産の部合計 121,652 121,305 121,143 120,969 120,758

令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 令和３年度

売上高 7,599 7,323 7,323 7,513 7,323

販売費及び一般管理費 3,274 3,134 3,096 3,163 3,053

経常利益 4,373 4,202 4,228 4,350 4,271

学校会計繰入支出 3,600 3,600 3,600 3,600 3,600

当期純利益 318 164 188 297 226
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   学校法人では、学校法人星美学園コンプライアンス基本規程及び学校法人星

美学園コンプライアンス委員会規程を制定し、学校法人の業務を適正に確保す

るための体制を整えている。コンプライアンスの対象を広く定義して、法令違

反、規程違反及びハラスメントも含めて通報できる体制を構築し、組織的な対

応をしている。 

   また、財務担当理事、監事及び会計監査人が年に数回、対面により学園の財

務、主要な事業計画、学校運営等の情報共有・意見交換を行い、計画・実行段

階での対応に遺漏がないよう配慮している。 

 (2) 経費業務手順・フローの作成 

   監事と経理部門が中心となり、俗人化している経理処理を誰もが引き継いで、

適切に処理できる手順を確立し、責任ある管理職が適宜判断して処理できる手

順を整えた。また、一部であるがＩＴを活用して稟議書の起案から決裁まで行

えるようにし、稟議書の持ち回りを簡素化し各責任者の処理状況を決裁権者が

確認することができるようにしている。 

 (3) 監事監査規程 

   学校法人星美学園寄附行為に基づき、監事の職務に必要な事項を定め、学園

の業務及び財産の状況に係る監事監査が適正かつ有効に行われるよう体制を整

えている。 

 

 

附属明細書 

 

該当事項なし。 


